
島根県 安来市

安来市のご紹介

やすぎし



「ものづくり」の精神が息づく風土

 安来市は鋼の町としての歴史を持っています。

 古代には出雲文化が栄え、当時の古墳からは鉄製の太刀も多数出土

しています。

 近世になると奥出雲では古代から続く「たたら」による製鉄が盛ん

に行なわれ、江戸中期には奥出雲の鉄や鋼は、安来港から北前船に

よって全国の刃物金物産地へ送り出されていました。 

 安来港から積み出される鉄や鋼は、江戸時代中期には全国の鉄鋼需

要のおよそ８割をまかなっていたとされ、町は隆盛を極め、その繁栄

の余韻は家並みや数多くの芸術家を輩出した風土にも息づいています。

たたら製鉄の貴重な資料を展示する
「和鋼博物館」

たたら製鉄で作られた鉧（ケラ）

現代の安来港と安来市のまち並み

安来港からのぞむ港の要害「十神山」 現代に復活した平成の北前船

 １９世紀末には地元有力者らにより安来に鉄鋼会社が設立され、た

たら吹きから得られたノウハウ（鉄の純度を高める技術）は、島根県

東部の特殊鋼産業の発展の礎を築きました。

 安来市はその頃から鉄鋼の生産地へと生まれ変わり、その後その技

術は大手鉄鋼メーカーへと受継がれ、最先端の技術で生産される特殊

鋼製品は、刃物から自動車、原子力、宇宙航空関連まで世界中で使用

されています。

 「ものづくりの原点」ともいえる古来からの「たたら製鉄」は、大

手鉄鋼メーカーの支援によって現在でも継続されていますが、その技

と精神は現代の技術者にも着実に伝承されており、この地域に「もの

づくり」を重視し、真摯に取り組む風土を根付かせています。

歴史・風土
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位置・人口

●安来市及び隣接市の人口統計（2025年4月末現在）

山陰地方総人口の約4割
  →人材確保に有利なエリア 

     【中海】
← 松江市・安来市・米子市・
  境港市に跨る「湖」です。
      ↓

中海
中海圏域

約40万人

総人口 生産年齢人口
（15歳～64歳）

年少人口
（0歳～14歳）

松 江 193,297人 109,665人 23,958人

安 来 34,825人 17,858人 3,579人

米 子 143,421人 82,280人 18,133人

境 港 32,164人 17,777人 3,599人

合 計 403,707人 227,580人 49,269人

安来市は島根県の最東部、山陰地方の中心に位置。

当エリアでは中海を中心とした生活圏が形成されており、
通勤圏内にある松江市、米子市からの通勤者も多い。 
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島根大学

市 大 学 高 専 専門学校／専修学校 高 等 学 校

安来
大阪福祉短期大学
安来キャンパス

― ー 安来高校   情報科学高校

松江
島根大学

島根県立大学
松江高専

松江総合医療専門学校
坪内総合ビジネスカレッジ（松江キャンパス）

山陰中央専門大学校
ポリテクセンター島根 ほか

松江北高校  松江南高校  松江東高校
松江西高校  松江商業高校 松江工業高校
松江農林高校 開星高校 皆美が丘女子高校   
松徳学院  宍道高校  立正大淞南高校   

米子 鳥取大学 米子高専
坪内総合ビジネスカレッジ（米子キャンパス）

看護学校ほか 多数

米子高校   米子北高校  米子東高校
米子西高校  米子南高校  米子工業高校
米子松蔭高校 米子北斗高校 米子白鳳高校

松江高専

運営サイト「IT WORKS@島根」 
https://www.shimane-itworks.jp/

ふるさと島根定住財団

Webデザイン等を学べるスクール
https://school.dhw.co.jp/school/y
onago/

坪内総合ビジネスカレッジ

学校

学校

学校

人材紹介

人材紹介

人材発掘

情報工学科 定員40名
情報通信業への就職率90％ 
＊約5割が就職、約5割が進学
＊過去5年の就職・進学状況

島根県 産業デジタル推進室

情報科学高校学校 ★後頁参照 ＩＴ学科 定員30名（松江キャンパス）

デジタルハリウッド 
STUDIO 米子

安来市及び近隣の教育機関

米子高専学校
総合工学科情報システムコース（定員40名）
では、コンピュータ・AI・ロボットのプロ
フェッショナルを目指す。

知能情報デザイン学科
大学院 総合理工学研究科
    情報システム学コース

IT教育に特化した教育機関

教育機関

ＩＴ学科 定員30名（米子キャンパス） 3
島根県立大学学校

短期大学部 文化情報学科

https://www.shimane-itworks.jp/
https://school.dhw.co.jp/school/yonago/
https://school.dhw.co.jp/school/yonago/


地元就職率（安来・松江・米子） 92％
＊全体の５割が就職、５割が進学
＊令和６年度の就職・進学状況

定員
40名 マルチメディア科

静止画・動画の加工編集や、3DCG、
Webページ、アニメーションの作成、
アニメーションやDTM、VR、AR、
MRなど最新の編集技術や知識につい
て学習します。

あらゆる分野でのデザイン
のスペシャリストを育成

●学習内容

■全国商業高等学校協会主催
  情報処理検定ビジネス情報部門1級
  ビジネス文書検定、ビジネス計算検定
■CG-ARTS検定

●取得可能な主な資格

情報処理科

会計や簿記を学習し、決算書や財務諸表から
「会社の数字」を読む力を身につけます。
また、ソフトウェア活用では、データ収集、
加工、分析、グラフ作成を学習します。

■日本商工会議所主催
  簿記検定２級
■全国商業高等学校協会主催
  簿記実務検定1級（会計・原価計算）   
  ビジネス文書検定、ビジネス計算検定
  情報処理検定ビジネス情報部門1級   
  珠算電卓検定
■経済産業省認定国家試験
  ITパスポート試験

コンピュータと会計
のスペシャリストを育成

●学習内容

●取得可能な主な資格

定員
40名 情報システム科

プログラムと情報システムを開発するため
に必要な資質、能力を育成するために、
プログラミングとシステム設計をRuby、
VBA等を用いて学習します。

 ■経済産業省認定国家試験
   基本情報技術者・ITパスポート試験
 ■全国商業高等学校協会主催
   情報処理検定試験
   ・ビジネス情報部門1級
   ・プログラミング部門1級
 ■Rubyアソシエーション主催
   Ruby Programmer Silver

コンピュータシステム構築
のスペシャリストを育成

●学習内容

●取得可能な主な資格

定員
40名

ＩＴ教育に特化した公立高校は全国で２校のみ！

情報科学高校
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安来のまちは「まちごとキャンパス」。学びの中での地域貢献活動。

■地域課題解決型学習
3年生の課題研究の一環で、
小中学生向けのドローン体験

■市との連携事業
地域の高齢者向けにスマホ講座を開催

情報科学高校の取り組みと連携
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市が主催するイベントで、
市内企業の人材確保を支援する取組のひとつです。
令和5年度に初めて開催し、令和6年度は市内企業33社に対し、
35名の参加がありました。
（対象：大学生・短大生・専門学校生・高校生・既卒者）

人材確保① やすぎ就活スタートガイダンス

※写真はR5開催分
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島根県立情報科学高等学校
×

高校生が市内企業を見学するバスツアーを毎年秋に開催。
市内企業への就業意識や、市への定住意識を高めることを目的としています。

人材確保② 企業見学バスツアー
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令 和 4 年 に 島 根 県 立 大 学 と 包 括 連 携 協 定 を 締 結 し 、
「島根県立大学・島根県立大学短期大学部サテライトキャンパス（YASUGI  未来アトリエ）」を開設。
地 元 人 材 育 成 の た め 、 “次世代をともに育てる関係づくりと場作り”を行っている。

◀ 「 や す ぎ 懐 古 館 一 風 亭 」
築 お よ そ 1 0 0 年 の 歴 史 を も つ
交 流 拠 点 施 設 に サ テ ラ イ ト キ ャ ン パ ス を 創 設 。

人材確保③ 長期実践型キャリア教育
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▼ 令 和 6 年 度 活 動 の 様 子
広 報 ・ 産 業 ・ 観 光 分 野 に お け る 安 来 市 の 課 題 解 決 を 学 生 と 市 職 員 が と も に 考 え 、
そ の 成 果 を 市 長 等 に 報 告 し ま し た 。



×
人材確保④
米子高専生のための進路研究セミナー

毎年多くのIT人材を輩出する

米子高専主催の進路研究セミナー。

「地元就職応援コーナー」として出展し、

学生に安来市の魅力を伝え、

学生の興味に応じた市内企業を紹介します。
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市内企業の情報を集約し、新卒・転職希望者へ向けた情報発信ツールとして作成した「安来企業ガイドブック」。
大学、高校等へ配布する他、安来市定住支援サイト「やすぎぐらし」にも同様の企業情報を掲載し、
市内企業の情報発信を行っています。

人材確保⑤ 安来企業ガイドブック
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就活生が知りたい！
企業の本音アンケート

安来の企業123社の
企業情報

「安来企業ガイドブック」
https://my.ebook5.net/yasugigurashi/NeJcTT/



企業立地促進奨励金（認定申請）

立地の種別 新  設 増 設 ・ 移 設

対 象 業 種

 ① 製 造 業（日本標準産業分類に掲げる製造業）

 ② ソフト産業
  （ソフトウェア業、情報処理・提供サービス業、インターネット付随サービス業、インターネット

広告業、機械設計業、コールセンター業、データセンター業、シェアードサービス業、非破壊検査
業、その他産業支援サービス業のうち市長が特に認める事業をいう。）

 ③ 宿 泊 業

 ④ その他市長が適当と認める業種

同 左

投 下 固 定
資 本 総 額

  １億円以上（中小企業は2,500万円以上）

  ただし、ソフト産業は設備投資が無くとも対象とする。
同 左

増 加 常 用
従 業 員 数

 ５人以上（中小企業は２人以上）

  ただし、ソフト産業は新規雇用が無くとも対象とする。

なし

（常用従業員数の維持が条件）

【用語の定義】

・中  小  企  業：資本金又は出資金の額が３億円以下の企業

・投下固定資本総額：立地にあたり取得する土地、建物、償却資産の取得に係る経費の総額

・増加常用従業員数：認定申請受理日と比較して増加した常用従業員数（パート・アルバイトを除く。）

奨励金の交付を受けようとする場合は、
設備投資などに着手する前に「認定申請」を行う必要があります。
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企業立地促進奨励金（各奨励金）

奨励金の
金額

投下固定資本総額　　　の20％相当額

※小規模企業者　　　の場合は補助率10％加算

交 付 要 件

① 過去に、改修費助成金または安来市中山間
地域等雇用基盤強化支援補助金の交付決
定を受けた固定資産でないこと。

② 立地に係る投下固定資本総額が1,000万円
以上であること。

③ 新設を行う場合、当該新設に係る増加常用
従業員　　　の数が5人（中小企業及びソフト
産業においては2人）以上であること。

交付対象
期間 操業開始日　　　から3年以内

限　度　額 3,000万円

（１）立地奨励金

※1

※3

※2

設備投資等の助成

※4

奨励金の
金額

増加常用従業員数のうち、安来市に住民票を置く
者の人数×50万円

交 付 要 件

① 立地に伴う増加常用従業員の数が5人（中小
企業及びソフト産業においては2人）以上であ
ること。

② 立地に伴う増加常用従業員に、安来市に住民
票を置く者が含まれていること。

交付対象
期間 操業開始日から3年以内

限　度　額 5,000万円

（２）雇用促進奨励金 雇用の助成
奨励金の

金額 賃借料またはリース料　　　の月額の1/2相当額

交 付 要 件

① 市外から新たに立地した企業　　　又は市内の
小規模企業者であること。

② 立地にあたり、賃貸借契約又はリース契約によ
り空き物件　　　を使用すること。

交付対象
期間

操業開始日の属する月から96月以内
※年度毎に交付

限　度　額 月額20万円（年度当たり240万円）

（３）家賃助成金

※5

家賃の助成

※6

※7

（４）改修費助成金

奨励金の
金額 改修費等の3/4相当額

交 付 要 件

① 市外から新たに立地した企業又は市内の小
規模企業者であること。

② 立地にあたり、賃貸借契約又はリース契約に
より空き物件を使用すること。

③ 空き物件の改修費等の一部又は全部を負担
し、ソフト産業又は宿泊業の場合はその金額
が200万円以上であること。

交付対象
期間 操業開始日から3年以内

限　度　額 750万円

改修費等の助成 ※1：工場等の新設又は増設に要した費用のうち、
　　　　土地・家屋・償却資産の取得費の合計
※2：製造業・宿泊業：常用従業員数20人以下の企業
　　　　ソフト産業：常用従業員数5人以下の企業
※3：認定申請受理日と比較し、当該新設又は増設に伴い増加させた
　　　　常用従業員（パート・アルバイト等は除く）
※4：予定していた設備投資が完了し、
　　　　製品の出荷やサービスの提供を開始した日
※5：月額賃借料には、共益費または管理費を含む。
　　　　（敷金、礼金などは含まない。）　

※6：市外から新たに立地し操業を開始した日から3年以内の企業
※7：過去に立地奨励金又安来市中山間地域等雇用基盤強化支援補助金
　　　　の交付決定を受けた固定資産に係るものを除く。
※8：設計費、測量費、調査費(地盤調査及び埋蔵文化財調査を含む。)
　　　　及び地盤改良、上下水道の敷設、排水路整備、道路整備等の
　　　　産業用地として市長が必要と認める整備費を含む。

奨励金の
金額

投下固定資本総額のうち、土地の取得に要する経
費及び当該土地の造成工事費　　の20％相当額

交 付 要 件

① 立地に係る投下固定資本総額が1億円以上で
あること。

② 新設を行う場合、当該新設に係る増加常用従
業員の数が5人以上であること。

③ 立地に伴い取得した土地の面積が2,000㎡以
上であること。

④ 公的機関によって造成又は売却された土地でな
いこと。

交付対象
期間 操業開始日から3年以内

限　度　額 2億円

（５）用地造成費助成金 用地取得・造成の助成

※8　
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その他の市の取組み

立地調査視察事業費補助金
安来市へのサテライトオフィス開設等を検討する法人が市内を視察した場合における宿泊費・交通費・施設利用料の一部を補助

【参考】https://www.city.yasugi.shimane.jp/shigoto/shokokanko/kigyouyu-ritti/shisatuhozyo.html

事業用地等登録制度
市内の空き地、空き工場、事務所等を事業用地として情報収集・登録し、市内に立地を希望する企業へ情報提供を行う制度

【参考】https://www.city.yasugi.shimane.jp/shigoto/shokokanko/kigyouyu-ritti/touroku.html

お試しサテライトオフィス
安来市へのサテライトオフィス開設等を検討している市外事業者がお試し勤務を体験できるテレワーク環境を整えたオフィス

【参考】https://www.city.yasugi.shimane.jp/shigoto/shokokanko/kigyouyu-ritti/otameshi.html

ハーヒル（Houhill）
令和6年に市の補助金を活用して古民家の一部を改修したサテライトオフィス

【参考】https://www.city.yasugi.shimane.jp/shigoto/shokokanko/kigyouyu-ritti/houhill.html
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切川地区に交通アクセスの向上と商業施設・産業振興施設の開発を計画

（主）安来木次線

切川バイパス
（開通予定）

スマートIC
事業化決定

　市では、今後開通を予定する「切川バイパス」周辺に商業施設や産業振興施設の立地がで
きるよう、「切川バイパス周辺市街地整備構想」を掲げ、『周辺環境と調和し、交通結節点とし
て利便性の高い人が集まるまちづくり』を目指しています。
　Ｒ６.９月にはスマートＩＣの事業化決定、Ｒ７.４月には電子部品製造の㈱出雲村田製作所と
島根県、安来市の３者において新工場立地に向けた基本協定書を締結しました。

総合文化ホール「アルテピア」

安来市の新しいまちづくり

出雲村田製作所
工場立地計画

安来市役所

ＪＲ安来駅将来市街地

ＪＲ山陰本線

国道９号

山陰道

安来ＩＣ
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安来市企業誘致PR動画を作成しました！

【https://youtu.be/DbYMwSBF9S0】
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島根県

安来市

安来市への立地を心よりお待ちしております。
何卒よろしくお願いいたします。

ご不明な点はお気軽にお尋ねください。
安来市 政策推進部 定住産業課
 ☎ 0854-23-3107
　 ✉ shoukou@city.yasugi.shimane.jp


